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利尻島におけるミヤマガラス

Corvus}同gilegus の記録
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とれまで利尻島において記録されたカラス額

は、コクマルガラス Corvus monedula 、ハシポソ

ガラス Corvus coron 臥ハンプトガラス Corvus

milcrorhyn c1 los 、ワタリガラス Co ，ν田 corax の 4

績である.北海道本土における記録も本島と問

権であり これら以外の鶴が本烏で妃揖される

司能性は少ないと推測していた。しかし 1994

年4月 18 臼から 5月 38 まで、断続的に最大で 16

羽のミヤマガラスを利尻島で観醒したので報告

する.

ミヤマガラスは利尻町沓形字新湊の漁港内の

海草子場で最初の 1 璃が観察され、その後利尻

島南部の仙法志と鬼脇で観察された (Table 1)0

最初に観察された個体と仙法志で観察された 6

羽のうちの 1 羽の明基部が臼く見えることから

(Fig Iトハシポソガラスとよ〈似ているものの

明らかにミヤマガラスであることが醜別できた.

また、ハシプトガラス、ハシポソガラスと出君撃

を形成するととはなく 人聞の排出するゴミ等

は揖食せず、畑地で昆虫を躍食しているなど、

行動はハシボソガラスと典なっていた.さらに、

非常に警戒心が強く 道路脇に車を止めるだけ

で眠食を中断し、飛び立って世線などに移動し

ていた.

ミヤマガラスはロシア極東沿海地方南部にか

けて繁婚し、冬期には朝鮮半島や日本の九州地

方に控来するが 東北臥北では稀であり北海道

では記蹄のない種である(日本野鳥の会北潟道

プロック支師連合協盟会 1991).しかし 米

繁殖の若 fるでは 5 月にも越冬地に残ることがあ

り(高野 1982) 、今回利尻烏で観察された個

体君事は，成鳥とした個体でも鳴の基部の露出が

完全でないようであり、前述のような偲体の襟

行倒ではないだろうか.ただし 利尻島で本積

月 SOale

18 Apr.1994

22ｷ25Apr1岨4

24 Apr.1994

24 Apr.1994

29 Ap r. 19 倒

3 MayI開4

表 l 利尻島にお付るミヤマガラスの紀録
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が観察された同時期の 4 由咽に礼文島でも 8

羽が観察されており(宮川、小娘、福岡 1994) 、

ハシポソガラスと似ていることからこれまで記

鈍されにくかっただけで 若手の控り期には日本

列島の日本海側を北上してロシア沿海地方に定

期的に渡るとも考えられる.

カラス額は身近に観察できるr.-l額であり 今

後多〈の方の観察とその情報の提供をお願いし

たい.
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利尻町伯法悲字政治で観察された 5羽のうちの 2羽 左の個体の鴨基衝が白い
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